
Ｂ
Ｅ 

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
と
は
？

　
「
Ｂ
Ｅ 

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
と
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年

を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
、「
神

戸
の
魅
力
は
人
で
あ
る
」
と
い

う
思
い
を
集
約
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
、
新
し
い
こ
と
に
挑
も
う

と
す
る
人
や
気
持
ち
を
愛
す

る
、
そ
ん
な
神
戸
を
誇
り
に
思

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
広
め
て

い
ま
す
。

月 日（曜日）予備日 行　事　名 場　　所

5

11（水）・13（金）第8回神戸交流ウォーク 京都 嵯峨野・嵐山

19（木）20（金）春季グラウンドゴルフ大
会（個人戦） しあわせの村

27（金） 令和4年度定時社員総会 婦人会館

6
24（金） 会長・リーダー研修会 神戸文化ホール

30（木） 近畿ブロック老人クラブ
リーダー研修会 大阪府社会福祉会館

7

  8（金） 新任会長研修会 総合福祉センター

14（木） 演芸の集い（打合せ①） 総合福祉センター

22（金） いきいき体操指導者養成
研修会① 婦人会館

28（木） 「見守りサポーター」養成
講座① 総合福祉センター

29（金） 会員増強研修会 総合福祉センター

令和４年度　行事予定（5〜７月）

（１版）

昨年の交流ウォークの様子

紙
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

今
号
よ
り
、「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
は
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

　

５
月
号
と
11
月
号
は
12
ペ
ー
ジ
と
紙
幅
も
増
え
て
お
り
ま
す
。 

　

皆
さ
ま
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ぶらり
こうべ

「ぶらりこうべ」ここでは、身
近な神戸のお話などをご紹介し
ていきます。皆さんもぶらりと
出かけてみませんか？

写真はしおさい公園（神戸市中央区港島 1 丁目）の「BE KOBE」　市内にも点在。

一般社団法人　神戸市老人クラブ連合会　〒650-0016　神戸市中央区橘通3-4-1 TEL（078）341-8507　FAX（078 ）341-8524　 krcr@sunny.ocn.ne.jp　  http://kobeshirouren.or.jp/
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令
和
４
年
３
月
２
日

（
水
）、
神
戸
市
立
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
の
一
般

社
団
法
人
神
戸
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
（
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
）
理
事
会
に
お
い

て
、
令
和
４
年
度
事
業
活
動

方
針
・
事
業
計
画
案
及
び
収

支
予
算
案
が
原
案
通
り
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
報
告
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
に
つ
い
て
は
、
な
か
な

か
収
束
の
兆
し
が
見
え
ま
せ

ん
。
３
年
度
も
、
一
部
の
行

事
の
中
止
は
あ
り
ま
し
た

が
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
区
老
連
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、『
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
』
の
三
大
運
動

を
活
動
の
基
本
に
据
え
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
十
分
に
と
り
な
が

ら
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画

の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

活
動
方
針

　

わ
が
国
の
少
子
高
齢
化
は

急
速
に
進
行
し
て
お
り
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
推
計
人
口

は
、
令
和
３
年
９
月
で
は

３
，６
４
０
万
人
（
総
人
口

１
２
，５
２
２
万
人
）
に
達

し
、
高
齢
化
率
は
29
・
１
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
人
口

に
占
め
る
割
合
が
３
分
の
１

に
迫
り
、
人
口
・
割
合
と
も

に
過
去
最
高
と
な
り
、
今
後

も
上
昇
を
続
け
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

100
歳
以
上
が
全
国
で
８
６
，

５
１
０
人
、
神
戸
市
内
で
は

１
，３
１
２
人
と
な
っ
て
お

り
、「
人
生

100
年
時
代
」
が

現
実
味
を
帯
び
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
増

加
す
る
高
齢
者
が
健
康
を
維

持
し
、
活
力
を
持
っ
て
地
域

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

を
三
大
運
動
と
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
は
、
高
齢
者
の
地
域
活

動
に
不
可
欠
な
組
織
で
あ
り

ま
す
。
今
後
も
活
動
を
通
じ

て
、
高
齢
者
自
身
の
生
活
だ

け
で
な
く
、
地
域
社
会
を
豊

か
に
す
る
役
割
を
担
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
老
人
ク
ラ
ブ

数
・
会
員
数
の
減
少
傾
向
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
神
戸

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
限

ら
ず
全
国
的
に
ク
ラ
ブ
数
・

会
員
数
は
減
少
し
続
け
て
い

ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
が
期
待

さ
れ
る
役
割
を
果
た
す
た
め

に
は
、
会
員
の
増
強
は
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
会
員
増
強

対
策
「
６
つ
の
目
標
」
を
柱

に
、
具
体
的
な
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

各
種
経
常
事
業
を
継
続
し
、

会
員
の
福
祉
向
上
を
目
指
す

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
消
費
者
被
害

の
防
止
の
た
め
に
、
平
成
27

年
度
か
ら
、「
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
各
単
位
ク
ラ
ブ
設

置
し
て
き
ま
し
た
が
、
特
殊

詐
欺
被
害
は
増
加
し
続
け
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
も

『
高
齢
消
費
者
被
害
は
高
齢

者
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
防

ご
う
！
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

「
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

増
員
を
図
る
と
と
も
に
神
戸

市
や
警
察
な
ど
関
係
団
体
と

連
携
し
て
被
害
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
27
年
４
月

の
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

に
よ
っ
て
、
神
戸
市
で
は
29

年
度
か
ら
新
し
い
地
域
支
援

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
の
事
業
の
「
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

の
一
部
を
老
人
ク
ラ
ブ
が

担
っ
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ

れ
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連

携
・
協
力
を
図
り
な
が
ら
、

友
愛
活
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
令
和
２
・
３
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
の
影
響
を
受

け
る
中
、「
コ
ロ
ナ
禍
」
と

し
て
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
支
障

を
き
た
す
状
況
は
あ
り
ま
し

た
が
、
今
後
の
事
業
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
新
し
い
生
活

様
式
を
取
り
入
れ
、
心
身
の

健
康
を
維
持
し
、
フ
レ
イ
ル

予
防
の
観
点
か
ら
も
、
活
動

を
継
続
し
、
よ
り
活
発
化
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
神
戸

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿

命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り

を
」
を
掲
げ
、
明
る
い
長
寿

社
会
の
実
現
と
保
健
福
祉
の

向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

２　

事
業
計
画

　

事
業
計
画
で
は
、
次
の

11
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
①
会
員
増
強
対
策
事

業
（
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入

促
進
、
愛
称
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
の
活
用
、
神

戸
交
流
ウ
ォ
ー
ク
の
実
施
、

単
位
ク
ラ
ブ
等
支
援
事
業
）

【
会
員
増
強
対
策　

６
つ
の

目
標　

一
、
解
散
ク
ラ
ブ
０

を
め
ざ
そ
う　

二
、
会
員
減

少
が
続
く
ク
ラ
ブ
は
、
ま
ず

減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け

よ
う　

三
、
年
間
１
ク
ラ
ブ

２
～
３
名
の
増
を
め
ざ
そ

う　

四
、
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ

ン
で
会
員
増
強
を
め
ざ
そ

う　

五
、
新
規
ク
ラ
ブ
を
つ

く
ろ
う　

六
、
自
治
会
な
ど

の
地
域
団
体
と
の
連
携
を
は

か
ろ
う
】
②
健
康
増
進
事
業

（
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
体

力
測
定
会
、
健
康
づ
く
り
研

修
会
、
料
理
講
座
な
ど
）、

③
友
愛
・
奉
仕
活
動
の
推

進
（
高
齢
者
相
互
の
助
け
合

い
な
ど
）、
④
認
知
症
対
策

（
認
知
症
予
防
の
研
修
会
な

ど
）、
⑤
高
齢
消
費
者
被
害

防
止
事
業
（
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
の
増
員
な
ど
）、
⑥
文

化
研
修
事
業
（
高
齢
者
美
術

作
品
展
、
新
任
会
長
研
修
会

な
ど
）、
⑦
福
祉
事
業
（
社

会
奉
仕
活
動
、
福
祉
研
修
会

な
ど
）、
⑧
広
報
事
業
（「
広

報
紙　

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
」
の
発
行
な
ど
）、
⑨

単
位
ク
ラ
ブ
等
支
援
事
業

（
健
康
増
進
・
健
康
づ
く
り

事
業
な
ど
に
対
す
る
助
成
事

業
、
ク
ラ
ブ
運
営
に
か
か
る

支
援
な
ど
）、
⑩
関
係
団
体

と
の
連
携
（
全
老
連
や
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
の
老
連
な
ど
と
の

連
携
）、⑪
法
人
の
運
営
（
総

会
、
理
事
会
、
各
種
部
会
等

の
運
営
な
ど
）。

令和 4年度予算のあらまし
（単位：万円）

区
分 項　　　目 予算額

経
常
収
入

会 費 収 入 486
事 業 収 入
そ の 他 308

補 助 金
等 収 入 3,161

合　　　計 3,955

経
常
支
出

研修事業費 212
福祉事業費 153
ス ポ ー ツ
事 業 費 731

文化事業費 314
広報事業費 157
そ の 他
事 業 費 627

管 理 費・
そ の 他 1,761

合　　計 3,955

　

令
和
４
年
度
の
収
支
予
算
の
あ
ら
ま
し
を

次
の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

【令和４年度】

事
業
活
動
方
針
・
計
画
、

　
収
支
予
算
が
ま
と
ま
る
（
報
告
）

KOBEシニアクラブ第694号　　　　 令和４年５月10日（火曜日）　　 　（2）
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令
和
４
年
２
月
８
日
（
火
）

に
た
ち
ば
な
職
員
研
修
セ
ン

タ
ー
に
て
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
主
催
、
公
益
財
団
法

人
大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
福
祉

財
団
共
催
に
よ
る
、「
～
明
る

く　

楽
し
く　

い
き
い
き
と

～
神
戸
健
康
づ
く
り
教
室
」

を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
実
施
の
「
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
」
の
た

め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
の
テ
ー
マ
は
、

「
フ
レ
イ
ル
の
基
礎
知
識
と
そ

の
対
応
」で
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、

引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
フ

レ
イ
ル
の
状
態
に
お
ち
い
り
や

す
い
現
状
に
お
い
て
興
味
深
い

も
の
で
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
健
康
経
営
研
究
会
理
事

長
の
岡
田
邦
夫
先
生
に
い
つ
も

の
よ
う
に
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
、
非
常
に
わ
か
り
や

す
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
し
た
。

　

今
回
も
昨
年
と
同
様
実
現

で
き
ず
残
念
で
し
た
が
、
当

日
配
布
予
定
の
テ
キ
ス
ト
か

ら
講
演
内
容
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

⒈高齢者と健康
　高齢期においても
現在の健康状態を維
持すること・加齢に
よる身体的機能の低下は筋肉量や骨量の減少による体
を支える力の低下があり、転倒・骨折などが発生し、さ
らに日常生活の制限、生活活動ができなくなり合併症が
発生する。・「人は歩く動物」で健康の維持には「動く」
ことが重要で、動かなくなれば心とからだの機能の低
下をもたらし、身体的能力の低下は心の健康問題にまで
波及し、高齢社会においては日頃からの心身の健康づく
りは極めて重要である。・身体機能の低下の第一段階と
して「フレイル」がある。・フレイルとは、『加齢に伴う
予備能力低下のため、ストレス
に対する回復力が低下した状態』
とされ、低下した状態から回復
は可能だが進行すると元の状態
に戻ることが極めて難しくなる。

⒉フレイル
　フレイル　放置すると支援や
介護がなければ日常生活が送れ
なくなる状態・フレイルとは「健
康（日常生活を支援や介護を必
要とすることなく送れることが前提）」
と「身体的機能障害」の中間に位置し
た状態のこと。・フレイルは「健康」に
戻ることができる段階で、今後の日々
の対応で改善することが可能となる。・
フレイルには早期の気づきと迅速な対
応が求められる・既に疾病を有してい
る場合は、加齢と相まって進展を早く
することになるので、持病を良好な状
態にコントロールするのが重要である。

⒊フレイルを予防する　フレイルの予防　動く、食べる、
話す　が基本・加齢は、ロコモティブシンドロームに代表される
運動器「骨」のカルシウム等の減少による骨粗鬆症、「筋肉」が
やせ衰えサルコペニアになり屋外での転倒などの事故の原因とな
るとともに日常生活において骨折など諸問題が発生し日常生活の
豊かさを喪失する。・生活習慣病の発症予防と重症化予防はフレ

イルの予防と進行を防止する。⑴動くこと―身体活動　ＷＨＯ（世界保健機構）では
「何もしないよりは少しでも体を動かすほうが良い。」という基本的な考え方を提唱し、
65歳以上の高齢者については、転倒並びに関連した障害の予防、骨の機能的能力低
下防止などを身体活動による主な効果としている。・「運動不足病」という疾病概念も
提唱され、身体活動の低下は、内科的疾患、精神的疾患、筋肉、骨格系の疾患と関係
があるとされ、加齢とともに骨量、筋肉量は低下するが、日常生活の活動量を維持す
ることで防止が可能となる。⑵食べること―栄養　食べることは心身の機能を整える
のに必要不可欠な要因である。食べ方、オーラルフレイルの予防のチェックポイント
①食べ方　◆１日３食きちんと食べたか◆半年前に比べて固いものが食べにくくなっ
たか◆お茶や汁物でむせることがあるか②しっかり食べることできる　オーラルフレ
イルの予防　設定する目標例（口腔の行動目標）◆毎食後歯磨きをする◆１日１回舌
の清掃をする◆入歯を毎日洗う、夜間は入れ物を決めて保管する◆摂食・嚥下体操を
実施する◆歌う、話す、声を出して本や新聞を読む◆安全な姿勢で飲食する◆よく噛
んで食べる⑶話すこと―社会参加　自分自身の体調は、周囲の人からの指摘や会話の
中で体調の変化に気づくことがある。多くの人とのコミュニケーションは健康づくり
に関する情報を得る機会として重要である。さらに外出して歩いたり階段を上ったり
して体調を判断でき、認知機能障害の予防にも有用である。チェック項目として□週
に１回ぐらい外出するか□外出した時、以前と比べて速度が遅くなったと感じるか　
がある。さらにロコモティブシンドロームの７つのチェック項目を参考に掲げる。①
片脚立ちで靴下がはけない②家の中でつまずいたりすべったりする③階段を上がるの
に手すりが必要である④家のやや重い仕事が困難である⑤２ｋｇ程度の買い物をして
持ち帰るのが困難である⑥１５分くらい続けて歩くことができない⑦横断歩道を青信
号で渡り切れない　これらに気づいたときは、ロコトレ（ロコモーショントレーニン
グ）が推奨されている。

　以上が主な内容ですが、
この神戸健康づくり教室
共催の大阪ガスグループ
福祉財団では、講演内容
を動画で配信されていま
す。次のインターネット
アドレスまたはＱＲコード
にアクセスしてみてくださ
い。

ＱＲコード 

アドレス
https://www.osakagas.co.jp/company/
efforts/fukushi/

【令和３年度】

健
康
増
進
研
修
会

「
フ
レ
イ
ル
の
基
礎
知
識
と
そ
の
対
応
」
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恒
例
の
区
老
連
主
催
、
新

春
三
社
詣
で
が
昨
年
は
コ
ロ

ナ
騒
ぎ
で
行
け
ず
、
今
年
も

ど
う
か
と
心
配
し
ま
し
た

が
、
だ
い
ぶ
ん
落
ち
着
い
た

ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
２

年
ぶ
り
に
実
施
。
今
年
の
恵

方
が
北
北
西
な
の
で
、
但
馬

方
面
の
三
つ
の
神
社
に
お
参

り
し
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
（
土
）
参
加
者

119
人
が
バ
ス
3
台
に
分
乗
し

て
出
発
。
舞
鶴
若
狭
自
動
車

道
を
北
上
、
最
初
の
春
日
神

社
へ
。
こ
こ
は
奈
良
県
の
春

　

2
月
18
日
（
金
）
令
和
3

年
度
友
愛
福
祉
研
修
会
を
南

あ
わ
じ
市
福
良
公
民
館
に
お

日
大
社
よ
り
分
祀
さ
れ
た
社

で
、
境
内
の
能
舞
台
は
、 

13

代
篠
山
藩
主
青
山
忠
良
が
春

日
神
社
へ
奉
納
し
た
も
の
で

あ
り
、
国
指
定
の
重
要
文
化

財
で
す
。

　

さ
さ
や
ま
玉
水
で
昼
食
を

お
い
し
く
頂
い
た
後
は
再
び

高
速
道
を
北
上
。
遠
阪
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
れ
ば
但
馬
の

国
、
一
面
の
銀
世
界
に
一
同

大
歓
声
。
神
戸
に
住
ん
で
い

た
ら
絶
対
に
見
ら
れ
な
い
風

景
。

　

つ
づ
い
て
但
馬
の
国
一
宮

粟
鹿
神
社
。
但
馬
五
社
の
養

父
神
社
に
そ
れ
ぞ
れ
参
拝
と

雪
見
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
拝
を
終
え
て
帰
途
に
つ

く
頃
に
は
、
冬
の
日
も
暮
れ

か
か
り
、
舞
鶴
若
狭
自
動
車

道
か
ら
中
国
自
動
車
道
を
走

り
、
新
神
戸
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
れ
ば
中
央
区
。
両
手
い
っ

ぱ
い
の
お
士
産
と
と
も
に
、

今
年
一
年
の
健
康
と
幸
せ
、

そ
れ
に
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
祈

り
な
が
ら
帰
っ
て
き
ま
し

た
。

い
て
実
施
し
ま
し
た
。
お
天

気
に
恵
ま
れ
、
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
対
策
も
徹
底
し
て
行

い
、
37
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
車
窓
を
楽
し
み
な
が
ら

福
良
公
民
館
に
到
着
。

　

開
会
に
当
た
り　

兵
庫
区

老
連
大
辻
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
講
師
に
神
戸
市
老
連
友

愛
福
祉
部
会
部
会
長
の
上
野

俊
彦
氏
を
お
迎
え
し
て
友
愛

福
祉
活
動
に
つ
い
て
の
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
老
連
が
掲
げ
る
「
健

康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」
に
基

づ
き
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
資
料
を
も
と
に
説
明

が
あ
り
、
講
師
所
属
の
垂
水

区
内
に
お
け
る
助
け
合
い
事

業
の
月
別
実
績
表
等
も
含

め
、
各
区
別
の
高
齢
者
数
、

介
護
保
険
認
定
者
数
等
の
統

計
表
に
よ
り
兵
庫
区
の
現
状

を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
〝
111
歳
。
や
っ
ぱ

り
、
め
で
た
い
！ 

〟
の
著

者 

山
下
義
一
さ
ん
が
①
有

意
義
に
生
き
る　

②
楽
し
ん

で
生
き
る　

③
健
康
に
生
き

る　

④
安
心
し
て
生
き
る
、

た
め
に
実
践
さ
れ
て
い
る

数
々
の
事
柄
が
書
か
れ
た
資

参拝と雪見を楽しむ

２年ぶりの実施
119 人が参加

春日神社
粟鹿神社

養父神社に参拝

区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

中
央
区
老
連

兵
庫
区
老
連

但
馬
の
國 

雪
の
初
詣 

 

37
名
参
加 

南
あ
わ
じ
市
へ

友
愛
福
祉
研
修
会 
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当
初
２
月
21
日
（
月
）
に

開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、「
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

の
延
長
に
よ
り
３
月
30
日

（
水
）
に
延
期
、
西
区
文
化

セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
日
、
日
中
は
気
温
20
℃

と
絶
好
の
花
日
和
で
自
宅
を

出
発
。
途
中
の
公
園
で
桜
を

見
物
。
八
分
咲
き
で
し
た

が
、
公
園
フ
ェ
ン
ス
内
側
に

咲
い
た
50
本
余
り
の
桜
は
本

格
的
な
春
の
到
来
を
告
げ
て

い
ま
し
た
。

　

西
区
老
連
近
藤
会
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
来
賓
と
し
て

西
区
志
水
区
長
、
区
社
協
白

井
事
務
局
部
長
、
Ｋ
O
Ｂ
Ｅ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
吾
郷
事
務
局

長
の
祝
詞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
兵
庫
県
西
警
察

署
よ
り
、
令
和
３
年
度
「
無

事
故
運
動
」
達
成
チ
ー
ム
と

し
て
、
学
園
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

を
は
じ
め
、
計
24
の
単
位
ク

ラ
ブ
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
西
区
の
面
積
は
神
戸
市

の
約
４
分
の
１
を
占
め
、
交

通
量
も
多
く
、
令
和
３
年
に

は
９
名
の
方
が
亡
く
な
ら

れ
、
高
齢
者
に
と
り
、
安
全

な
街
と
言
え
る
か
は
疑
問
の

残
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

研
修
の
中
で
、
肩
の
力
を

抜
け
る
落
語
は
神
戸
市
出
身

の
桂
三
若
氏
の
「
交
通
安
全

落
語
」
で
、
高
齢
者
へ
の
安

全
対
策
を
織
り
込
ん
だ
内
容

は
笑
い
の
中
に
つ
い
忘
れ
が

ち
な
行
動
・
対
応
を
思
い
出

さ
せ
て
も
ら
い
楽
し
く
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
演
と
し
て
、
山
田
美
紀

子
様
・
米
田
和
正
様
お
二
人

に
よ
る
「
笑
っ
て
歌
っ
て
バ

イ
バ
イ
フ
レ
イ
ル
」
は
ピ
ア

ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
参
加
者
も

司
会
者
に
合
わ
せ
合
唱
、
い

す
に
座
り
な
が
ら
の
体
操

と
、
前
述
の
落
語
に
負
け
な

い
リ
ラ
ッ
ク
ス
感
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
西
区
ま
ち
づ
く
り

課
小
西
課
長
の
講
話
を
い
た

だ
き
、
本
年
8
月
１
日
で
西

区
発
足
よ
り
40
周
年
を
迎
え

る
こ
と
。
ま
た
、
高
齢
者
へ

の
ま
だ
ま
だ
続
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
策

に
つ
い
て
と
貴
重
な
お
話
で

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

料
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
「
加
齢
は
す
て
き
な
こ

と
で
す
。
111
歳
ま
で
生
き
る

の
は
や
っ
ぱ
り
め
で
た
い
こ

と
で
す
よ
」
と
締
め
く
く
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

約
1
時
間
の
講
演
が
終
わ

り
、
盛
大
な
拍
手
で
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
道
の
駅
「
う
ず

し
お
」
で
昼
食
を
と
り
、
洲

本
市
五
色
町
に
あ
る
高
田
屋

顕
彰
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
今
年
で
75
周
年

に
あ
た
り
、
司
馬
遼
太
郎
の

小
説
「
菜
の
花
の
沖
」
の
映

画
化
さ
れ
た
も
の
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

 

有
意
義
な
１
日
を
終
え
て

予
定
ど
お
り
午
後
5
時
に
は

区
役
所
前
へ
無
事
帰
着
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

友愛福祉活動について　上野俊彦 氏

神戸市出身の桂三若氏の落語

「笑って歌ってバイバイフレイル」　みんなで合唱

春を感じながら出発

表彰を受ける会員

西
区
老
連

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

西
区
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催
さ
れ
る
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２
つ
の
呼
吸
法
で

　
　
健
康
に

灘
区
　
稗
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　

山
口
　
金
男

　

灘
区
老
連
は
２
年
ぶ
り
の

初
詣
を
１
月
12
日
に
実
施
、

102
名
（
バ
ス
３
台
）
が
早
朝

７
時
頃
よ
り
、
各
地
か
ら
参

集
し
て
中
国
自
動
車
道
、
赤

松
PA
で
集
結
、
雪
花
が
舞
う

中
を
但
馬
地
方
へ
向
け
て
出

発
し
ま
し
た
。

　

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
か
ら

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
へ
の

氷
上
町
か
ら
徐
々
に
積
雪
が

多
く
な
り
、
車
窓
か
ら
の
一

面
の
雪
景
色
に
皆
さ
ん
大
感

激
で
す
。
山
東
IC
を
出
て
す

ぐ
の
但
馬
国
一
宮
粟
鹿
神
社

に
到
着
、
積
雪
の
参
道
を
皆

さ
ん
「
滑
る
か
ら
き
い
つ
け

や
」
と
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
無
事
参
詣
で
き
ま
し
た
。

粟
鹿
神
社
の
祭
神
は
彦
火
火

出
見
命
（
ひ
こ
ほ
ほ
で
み
の

み
こ
と
）・
龍
神
・
豊
玉
姫

で
延
喜
式
神
社
で
す
。
つ
ぎ

に
但
馬
五
社
の
ひ
と
つ
養
父

神
社
に
参
詣
、「
養
父
の
明

神
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
農
業
の

神
と
し
て
地
元
の
人
に
親
し

ま
れ
て
来
ま
し
た
。
駐
車
場

か
ら
本
殿
ま
で
雪
の
坂
道
で

は
上
り
よ
り
下
り
が
大
変
で

す
。
カ
ニ
の
横
歩
き
で
、
皆

さ
ん
は
全
神
経
を
集
中
し
て

怪
我
な
く
バ
ス
に
落
ち
着
き

ま
し
た
。

　
道
の
駅
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」

で
休
息
を
取
り
、
午
後
１
時

頃
、
昼
食
場
所
「
さ
さ
や
ま

玉
水
」
に
到
着
、
単
位
ク
ラ

ブ
ご
と
に
席
に
着
き
、
区
老

連
今
池
会
長
の
新
年
の
挨
拶

後
、
少
し
遅
い
昼
食
に
な
り

ま
し
た
が
、
品
数
多
い
料
理

に
皆
さ
ん
、
し
ば
し
夢
中
で

す
。
酒
類
は
個
人
払
い
で
注

文
、
楽
し
い
会
話
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
か
ら
聞
こ
え
ま
す
。

 　

最
後
に
丹
波
篠
山
市
内

の
春
日
神
社
の
参
詣
で
す
。

平
安
時
代
初
期
、
藤
原
基

経
、
時
平
父
子
に
よ
り
藤
原

氏
の
氏
神
で
あ
る
春
日
大

社
（
奈
良
県
）
よ
り
分
祀
さ

れ
ま
し
た
。
篠
山
は
雪
も
な

く
最
後
に
「
お
菓
子
の
里
丹

波
」
で
土
産
を
買
っ
て
丹
南

篠
山
口
IC
よ
り
帰
路
に
つ

き
、
明
る
い
時
刻
に
無
事

故
で
灘
区
に
帰
り
ま
し
た
。 

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
祈
願

し
た
社
、
但
馬
地
方
の
美
し
い

雪
景
色
が
心
に
残
る
旅
で
し
た
。

北
区
　
白
寿
会　

山
㟢
　
学

　

2
月
18
日
（
金
）
ス
ポ
ー

ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
（
以
下
、

吹
矢
と
略
す
）
と
は
、
自
身

の
吐
く
息
で
矢
を
吹
い
て
的

に
当
て
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

20
セ
ン
チ
ほ
ど
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
矢
を120

セ
ン

チ
の
筒
に
セ
ッ
ト
し
、
直
径

24
セ
ン
チ
の
的
を
め
が
け
て

6
メ
ー
ト
ル
先
へ
一
気
に
吹

き
、
矢
の
刺
さ
っ
た
的
の
得

点
を
競
い
ま
す
。

　

特
別
な
体
力
も
肺
活
量
も

必
要
と
せ
ず
、
誰
で
も
手
軽

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
体

の
不
自
由
な
方
も
い
す
に
座

り
な
が
ら
吹
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

筒
か
ら
勢
い
よ
く
飛
び
出

し
た
矢
が
、
的
に
刺
さ
る
音

に
は
爽
快
感
が
あ
り
ま
す
。

吹
矢
式
呼
吸
法
と
い
っ
た
腹

式
呼
吸
と
胸
式
呼
吸
を
使
用

し
た
も
の
を
マ
ス
タ
ー
す
る

と
ス
ト
レ
ス
解
消
、
血
行
促

狙いを定める会員

健康とストレス解消に皆さんもいかがですか

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

新
春
恵
方（
北
北
西
）三
社
詣
の
旅

スポーツ
ウエルネス

吹矢

料理も期待通り　会話にも花が咲きます

足下を注意しながら進み、その後無事参拝

進
、
認
知
症
予
防
等
の
老
化

防
止
に
も
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
も
楽
し
く
自
身
の
健

康
寿
命
を
延
ば
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
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須
磨
区
　
北
須
磨
健
友
会
　

芝
　
弘
行

　

パ
ン
ダ
公
園
で
、
冬
場

は
30
名
弱
、
夏
場
は
40
名

強
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
集
ま

り
ま
す
。
最
高
齢
96
歳
の

男
性
で
す
。

　

元
旦
に
は
、
自
治
会
恒
例

の
祝
賀
会
に
健
友
会
か
ら（
年

男
、
年
女
）
ど
ち
ら
か
１
名

が
鏡
割
り
に
参
加
し
、
祝
い

酒
を
皆
様
に
振
る
舞
い
ま
す
。

（
健
友
会
会
員
も
多
数
参
加
）

多
く
の
人
と
新
年
の
挨
拶
を

し
交
流
を
深
め
ま
す
。

　

１
月
の
成
人
の
日
に
は
、

左
義
長
、
火
祭
り
（
と
ん
ど

焼
き
）
を
し
ま
す
。
３
月
に

は
、
団
地
の
障
が
い
者
施
設

で
「
こ
ん
に
ち
は
」
カ
ー
ニ

バ
ル
、
５
月
に
は
、
友
愛
ま

つ
り
（
こ
の
２
年
間
は
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
）

　

７
月
に
は
、
子
ど
も
み
こ

し
の
触
れ
太
鼓
と
交
通
整

理
、
夏
休
み
に
は
、
50
名
前

後
の
子
ど
も
た
ち
と
小
学
校

で
、
1
ヶ
月
間
ラ
ジ
オ
体
操

を
行
い
健
友
会
が
お
世
話
し

て
い
ま
す
。
8
月
の
第
１
土

曜
、
日
曜
に
は
「
ふ
る
さ
と

祭
り
」
が
自
治
会
主
催
で
行

わ
れ
、
団
地
近
隣
の
子
ど
も

た
ち
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、

い
ろ
ん
な
催
し
と
屋
台
が
出

て
、
健
友
会
は
、
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
の
担
当
を
し
、
２
日
間

で
600
人
前
後
の
子
ど
も
た
ち

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
団
地
内
の

防
犯
防
災
セ
ン

タ
ー
の
見
守
り

担
当
な
ど
の
役

割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
い
つ

も
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
は
、
男

性
の
み
で
行
っ

て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
男

女
合
わ
せ
て
19

名
で
す
。
団
地

の
中
の
愛
王
園

の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
お
借
り
し
て
、
週
4
回
9

時
か
ら
、
１
時
30
分
ま
で
で

す
。

　

そ
の
会
員
の
一
人
の
喜
び

の
ひ
と
言
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
「
こ
の
年
に
な
っ
て
初
め

て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

し
て
い
ま
す
。
80
歳
に
な
っ

て
も
ま
だ
ま
だ
青
春
、
と
て

も
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
健
康
的
で
、
認

知
症
の
予
防
に
も
な
り
ま

す
。
と
び
過
ぎ
で
、
O
・
B

は
よ
く
あ
っ
て
も
、
ト
マ
リ

が
あ
っ
た
日
は
、
気
分
壮
快

で
若
返
っ
た
一
日
を
過
ご
せ

ま
す
。
仲
間
と
喜
び
を
共

有
で
き
る
こ
と
は
す
ば
ら
し

い
、
心
と
体
の
健
康
を
頂

い
て
い
ま
す
。
昨
今
の
痛
ま

し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
み
る
に
つ

け
、
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

春
の
薫
り
を
頂
き
な
が
ら
、

大
声
を
出
し
て
楽
し
め
る

事
、
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。」

新年を祝う会

１月 10 日とんど焼き

狙いを定める会員

健康とストレス解消に皆さんもいかがですか

  

ラ
ジ
オ
体
操
で
つ
な
が
る
地
域
の
輪

【年中無休】雨天中止
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後
期
高
齢
者
健
康
診
査
は
、

集
団
健
診
会
場
（
通
年
）
か
指

定
医
療
機
関
（
９
月
１
日
～
２

月
28
日
）
の
ど
ち
ら
か
で
、
年

１
回
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
者　

神
戸
市
在
住
の
兵

庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
の
方
で
、生
活
習
慣
病
（
高

血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病

等
）
の
治
療
中
で
な
い
方

検
査
項
目
　
身
体
計
測
、
血
圧

測
定
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
等

費
用
　
無
料

集
団
健
診
（
通
年
実
施
）
を
希

望
さ
れ
る
場
合
（
受
診
券
不
要
）

　

広
報
紙
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
区
民
広
報

紙
「
保
健
だ
よ
り
」、
神
戸
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
日
程
、
会

場
を
確
認
し
、
健
診
実
施
機
関

へ
電
話
で
ご
予
約
の
う
え
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関
で
受
診
を
希
望

の
場
合

　

受
診
券
の
申
込
み
が
必
要
で

す
。

申
込
期
間　
４
月
１
日
～
７
月

31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　

左
記
の
必
要
事

　　　　　　
後期高齢者
健康診査の
ご案内 

令和４年度 無料

項
①
～
⑦
を
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

は
が
き
ま
た
は
封
書
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

①
被
保
険
者
番
号
②
氏
名（
漢

字
、
フ
リ
ガ
ナ
）
③
性
別
④
生

年
月
日
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号

⑦
「
生
活
習
慣
病
治
療
中
で
な

い
旨
」
を
記
載　

※
各
区
役
所
あ
ん
し
ん
す
こ
や

か
係
窓
口
に
申
込
用
紙
あ
り
、

窓
口
提
出
可

●
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み

神
戸
市
け
ん
し
ん
案
内
セ
ン

タ
ー
（
兵
庫
県
予
防
医
学
協
会

内
）

（
電
話
受
付
時
間　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時　

土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

　
☎
２
６
２
―
１
１
６
３      

　

FAX
２
６
２
―
１
１
６
５

●
は
が
き
・
封
書
で
の
申
し
込

み　

〒
６
５
０
―
８
５
７
０
国

保
年
金
医
療
課
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
担
当
（
住
所
記
入

不
要
）

受
診
券
発
送
時
期　

令
和
４

年
８
月
末
発
送
予
定
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　　　交通安全のポイント　　　　交通安全のポイント　 兵庫県警察
交通企画課

・「とまる・みる・待つ」の励行
 道路を横断するときは、必ず一度止まって、
 右、左、右を確認してください。

・「横断歩道合図（アイズ）運動」の励行
 横断歩道を渡るときは、手を挙げたりアイコンタクトをし       
 て、ドライバーに渡る合図をしましょう。
 （ポスターにフィギュアスケート 紀平梨花選手を起用）

・正しく安全な道路横断
　　①斜め横断はやめましょう。
　　②車の直前・直後の横断はやめましょう。
　　③横断禁止場所では渡ってはいけません。
　　④信号は守りましょう。
　　⑤横断歩道のあるところを渡りましょう。
※兵庫県警察では、車のドライ
バーに対する交通指導取締り
を強化する一方、昨年６月か
ら、歩行者に対する取組として、

「歩行者指導警告書」を活用し
た指導啓発活動を始めました。

・夜光反射材の有効活用 
　　早朝・薄暮時に外出する際は、車から歩行者の発見が　　　　
　　難しく、危険です。明るい色合いの服装や、夜光反射材 　　　　
　　を活用し自分の存在をアピールしましょう。
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文
芸
欄

文
芸
欄

俳
句
俳
句

短
歌
短
歌

篠
原
句
会
（
灘
区
）

雪
深
し
兄
に
背
負
は
れ
登
校
す	

木
原
　
愛
子

御
年
玉
嬰
児
し
っ
か
り
胸
に
抱
き	

清
水
　
昭
子

横
断
歩
道
会
釈
し
て
寒
和
み	

渡
辺
　
寛
治

喪
の
ハ
ガ
キ
面
会
自
粛
の
友
逝
く
と	
横
田
　
昌
子

梅
一
輪
は
な
や
か
な
り
し
我
が
庭
も	
伊
藤
　
秀
子

一·

一
七
忘
れ
得
ぬ
刻
五·

四
六	
仁
居
津
　
勲

車
窓
よ
り
見
え
た
る
富
士
や
冬
日
和	

村
上
　
弥
廣

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
央
区
）

故
里
の
小
川
な
つ
か
し
猫
柳　
　
　
　
　
　

和
　
子

今
さ
ら
に
清
し
香
放
つ
水
仙
花	

悦
　
子

早
春
賦
夫
の
鼻
歌
散
歩
道	

	

千
枝
子

木
の
橋
の
遠
き
記
憶
や
猫
柳　
　
　
　
　
　

道
　
子

老
い
ら
く
の
恋
の
惑
い
や
春
の
雪　
　
　
　

　
丘
　　

プ
レ
ゼ
ン
ト
熨
斗
に
添
え
た
る
猫
柳	

和
　
志

猫
柳
恋
す
る
よ
う
に
ゆ
れ
て
い
る	

哲
　
男

東
風
吹
か
ば
春
一
番
や
遠
か
ら
ず	

啓
　
臣

梅
の
美
会
（
兵
庫
区
）

銀
盤
に
輝
く
選
手
春
来
た
る	

山
口
　
茂
子

も
て
な
し
の
斎
の
葛
湯
を
寺
縁
に
て	

藤
井
　
歌
子

天
満
宮
撫
で
牛
光
り
梅
薫
る	

岡
田
富
早
恵

冬
五
輪
熱
い
戦
い
幕
閉
じ
る	

林
　
　
靜
野

花
山
短
歌
会
（
北
区
）　

葉
の
丈
は
ま
だ
短
き
に
早
々
と
ほ
こ
ろ
び
初
め
し
紫
蘭
の
つ
ぼ
み	

水
越
　
敦
子

干
し
物
の
手
を
止
め
眺
む
四
方
の
山
冬
か
ら
春
へ
と
色
変
り
ゆ
く	

木
下
い
く
子

運
転
士
の
す
ぐ
の
座
席
が
大
好
き
な
須
磨
よ
り
明
石
へ
と
早
春
の
海	

古
林
　
保
子

最
後
の
日
中
学
か
ら
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
神
戸
開
演
孫
の
吹
き
納
め	

礒
元
カ
ヨ
子

か
つ
て
我
新
聞
記
者
に
な
り
た
く
て
小
五
の
担
任
に
カ
メ
ラ
教
わ
り
き　

船
崎
め
り
子

無
理
を
せ
ず
己
が
衰
え
受
け
入
れ
て
楽
し
く
生
き
ん
先
ず
は
九
十
歳
へ　

山
田
加
壽
代

桂
木
ひ
ふ
み
会（
北
区
）

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
頭
の
中
も
空
っ
ぽ
に　

荒
木
　
宗
Ｑ

ふ
き
の
と
う
可
愛
い
フ
ォ
ル
ム
に
苦
味
あ
り　

上
原
み
な
み

桜
の
下
な
ぜ
か
素
直
に
な
れ
そ
う
で　

京
念
久
美
子

背
中
に
惚
れ
て
猛
ア
タ
ッ
ク
今
が
あ
り　

笹
岡
　
淑
子

二
十
才
は
青
春
還
暦
は
静
春　
　
　
　

杉
尾
　
悦
子

遅
ま
き
に
恋
に
目
ざ
め
た
お
ぼ
ろ
月　

大
和
ケ
ン
ト

上
階
の
足
音
軽
し
春
隣	

山
田
　
朝
子

咲
き
誇
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
国は

な花
イ
ペ
と
い
ふ	

粟
野
　
富
江

青
葉
ク
ラ
ブ
（
北
区
）

寒
の
水
飲
み
干
し
伸
ば
す
背
筋
か
な	

馬
場
み
つ
え

風
の
音
暫
し
静
か
や
冬
凪
か	

山
本
　
恒
雄

朧
夜
や
灯
火
う
る
み
て
風
温
し	

前
川
　
弘
子

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

春
野
原
駆
け
て
転
ん
で
未
来
の
子	

て
る
子

か
よ
い
道
芽
吹
き
て
軽
く
な
る
歩
調	

松
村
二
三
枝

痛
痒
と
い
つ
し
か
馴
染
み
蕗
の
薹	

佐
藤
伸
二
郎

蝋
梅
の
ひ
と
枝
折
り
て
友
が
去
り	

佐
藤
か
な
め

手
作
り
の
雪
の
ケ
ー
キ
に
得
意
顔	

南
　
久
美
子

涙
目
の
鼻
む
ず
が
ゆ
い
春
の
風	

山
下
　
久
一

遅
桜
散
り
て
た
だ
よ
う
隠
れ
里	

若
林
　
節
子

花
山
会
（
北
区
）

朝
日
受
け
一
輪
づ
つ
の
庭
老
梅	

林
　
巳
三
子

ざ
わ
め
き
し
世
情
に
篭
り
春
寒
し	

井
関
　
礼
子

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
区
）

昼
さ
が
り
孫
と
散
歩
や
ね
こ
柳	

辻
　
寿
賀
子

搗
き
た
て
の
紅
白
餅
や
二
の
午う

ま

祭　
　

石
井
　
敏
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
区
）

夫
病
ん
で
芽
吹
く
木
々
に
も
心
寄
せ	

塩
見
　
光
子

近
づ
き
て
又
離
れ
行
く
春
日
か
な	

田
中
　
弘
子

松
葉
蟹
店
さ
き
赤
く
香
住
街	
筒
井
　
豊
子

澄
み
渡
る
寒
満
月
の
神
神
し	
中
井
　
光
子

針
箱
の
整
理
し
久
し
く
二
月
か
な	

矢
谷
登
美
子

北
斗
句
会
（
北
区
）

木き
ね
ず
み鼠
の
跡
点
々
と
木
の
根
明
く　
　
　

増
田
　
嗣
夫

木
の
根
明
く
大
地
目
覚
め
る
日
の
近
し　

岸
下
　
庄
二

蒼
天
を
突
き
刺
す
よ
ふ
に
梅
一い

っ

し枝　
　

松
本
　
洋
子

梅
が
香
の
天
満
宮
の
絵
馬
の
数	

黒
田
　
久
江

土
地
勘
も
少
し
衰
ふ
梅
探
る	

金
行
　
　
隆

春
吹
雪
小
猿
を
守
る
猿
団
子	

脇
坂
有
多
子

梅
二
月
苔
色
の
花
器
引
き
立
ち
て	

藤
井
久
美
子

野
仏
に
薄
日
さ
し
て
木
の
根
明
く	

久
松
　
礼
子

鶴
林
の
夜
半
と
な
り
け
り
涅ね

は

ん

ゆ

き

槃
雪　
　

北
条
　
幸
夫

井
戸
端
は
母
の
領
域
梅
の
花	

秋
山
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岡本クラブ　会長 山田シヅ子さん

楽しい活動は？
　山田さんは、60 歳になってから、
老人クラブに誘われるようになりま
した。ただその頃はまだ仕事をして
いたためにお断りしていたそうです
が、64、５くらいの時に岡本クラブ
のコーラスのクラブに指導のお手伝
いという形で入り、歌や三味線をやっ
ておられました。その時にはまだ老
人クラブには入っていなかったので
すが、いらっしゃった方の一人に誘
われて入ったのがきっかけだそうで
す。
　「もう 10年以上も続けているエコ
生活の研修バスツアーを毎年１回行
なっており、これは私も含めてすご
く楽しまれています。県内のリサイ
クル工場や水環境施設に行き、その
後観光名所やお土産屋さんに寄って
日帰りバス旅行のような形で楽しん
でいます」と山田さん。
　最後に未入会の方へ。「老人クラブ
に入ることを老人という名前がつく
ので嫌がる方もいらっしゃいますが、
いざ入ってみるとやっぱり楽しいん
ですね。ぜひ先入観を持たずに入っ
てみてほしいものです。旅行なども
企画しているので、興味がありまし
たらぜひお声かけください。」

第３徳井クラブ　会長 宮下由利子さん

入会のきっかけは？
　「59 歳で仕事を辞めた時に、生前
区老連の会長をしていた父が作った
カラオケ同好会に母も入っておりま
して、私も入りたいと思ってカラオ
ケに入ったのが老人クラブに入会し
たきっかけ」と宮下さん。
　それから３～４年が経ち、会長に
なる人がいなくなるとのことで、宮
下さんに会長の話が飛び込んできた
そうです。宮下さんは役員等の経験
もなく、断るつもりとのことでした
が、「お父さんが頑張って守り育てて
きた老人クラブがなくなってしまう」
と思い、会長を受けたそうです。
　「父の背中をずっと見ていたので会
長の私が今ここにいるのだと思いま
す」と宮下さん。
　「父が 20年前に埋めたタイムカプ
セルが今区役所の１階に飾られてい
ます。その文章を母と一緒に読んだ
のですが、まず字を見た時に『父の
字だ！』とすごく胸にグッときて、
涙が溢れました。その当時の父の言
葉で綴られていたので、すごく父に
触れたという感じがしました。」
　「今も父の知り合いの方に声をかけ
られたりもするので、父に恥じない
活動をしていきたいですね。」

梅元町喜楽会　会長 中川美栄さん

銭太鼓との出会い
　「小さい頃から子どもが好きで、幼
稚園の先生になりたいなぁと思って
いました」と中川さん。学校卒業後は、
幼児教育に携わる仕事に就き、子育
て、お勤め等忙しく過ごして来られ
たそうです。
　60代前半にしあわせの村にあるシ
ルバーカレッジに入学され、そこで、
勇ましい法被姿に魅せられ、銭太鼓
クラブ ( 伝統芸能 ) に入部されまし
た。
　カレッジ卒業後も、OBとして、
銀雅楽遊クラブで練習を続けておら
れるそうです。敬老会、新年会、介
護施設、地域福祉センターの給食会、
年一度の楽遊クラブ銭太鼓発表会、
神戸まつり等、イベントにも参加し、
年間 50～ 60回ほどボランティア活
動を行ってこられましたが、世の中
がコロナ禍になり、ボランティア活
動もほとんどなくなってしまったそ
うです。
　早くコロナが終息し、安心 · 安全
な生活が送れるよう、またボランティ
ア活動も再開できるよう願っていま
す。と中川さん。銭太鼓の発表楽し
みにしていますよ！

員さ員さんんいらっしいらっしゃ〜いゃ〜い！！会会
会員さんへインタビュー

東灘区灘　区兵庫区

老人クラブ 老人クラブの勇壮な法被姿           
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とっておきの作品

【東灘区】
前田町さつき会　江口　二三

絵のように皆さんなごやかに
日々を過ごせたらと思い

描きました

「とっておきの作品」
募集

　会員の皆様から、絵はがき
＆色紙絵を募集しています。
必要事項を記入したものを同
封の上、作品をお寄せ下さい。
必要事項　①氏名（ふりがな）　
②クラブ名　③題名　④郵便
番号　⑤住所　⑥電話番号
※葉書サイズ（100mm×
148mm以内）・色紙サイズ
（242mm× 272mm以内）でお
願いします。それ以外は受付出
来ません。
※作品は随時ご返却いたします
が、長期間お預かりする場合が
ありますのでご了承ください。
※作品は丁重に取り扱いますが、
損傷については理由のいかんに
かかわらず、一切の責任は負い
ません。
宛先
〒 650-0016
神戸市中央区橘通 3-4-1
　KOBEシニアクラブ
　「とっておきの作品」係

筑
栄
会
（
北
区
）

蝉
の
声
あ
わ
て
て
採
る
な
今
さ
か
り　
　

か
ほ
う

春
の
花
は
じ
め
に
咲
く
花
黄
色
か
ら　
　
　

三
　
茶

協
議
会
ト
イ
レ
の
事
で
一
時
間　
　
　
　

と
き
こ

ワ
ク
チ
ン
で
遠
山
金
さ
ん
な
れ
と
言
う　

と
し
子

物
価
高
何
を
削
る
か
悩
み
ま
す　
　
　
　

ま
り
子

母
の
味
真
似
て
ひ
と
さ
じ
我
が
家
味　
　

ま
さ
こ

◆
個
人

思
い
出
を
生
き
る
糧
に
し
あ
と
何
年　
（
東
）
早
川
キ
ミ
エ

腰
曲
が
り
歩
き
ス
マ
ホ
と
同
じ
視
野　
（
東
）
増
田
　
芳
之

紅
白
の
饅
頭
懐
か
し
紀
元
節　
　
（
北
）　

竜
　
太

第
六
波
「
古
川
ロ
ッ
パ
」
皆
知
ら
ぬ　
（
北
）
植
田
き
み
子

夜
桜
お
七
を
聴
き
飲
む
ひ
と
り
酒　
（
北
）
北
野
　
利
一

本
物
の
雪
が
降
ら
な
い
冬
五
輪　
（
長
）
藤
原
　
道
彌

地
球
人
何
時
ま
で
び
び
る
コ
ロ
ナ
禍
に　
（
垂
）
小
髙
　
　
肇

み
な
値
上
げ
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ら
今
で
し
ょ
う　
（
西
）
松
井
　
文
子

シ
ル
バ
ー
の
入
学
式
は
杖
つ
い
て　
（
西
）
萩
原
　
浩
一

御
仏
飯
を
菜
の
花
供
え
今
日
の
無
事
を　
（
西
）
藤
長
　
文
子

KOBEシニアクラブ 　　　　第694号（11）　　　令和４年５月10日　（火曜日）　　　



お知らせ！ ■事業譲渡にともない、利用方法を会員の方へお知らせいたします。
　4月 5日以降、利用券の提示は不要となり、予約時に口頭で神戸市老人クラブ
会員を伝えることになりました。
	
■割引内容はこれまで通り、１泊２食以上の宿泊プランの利用に限り、会員およ
　び同伴者３名まで１泊あたり 500円割引となります。
　利用施設一覧は下記のとおりです。

■かんぽの宿（	29	施設）
宿名 住所

1 かんぽの宿  一関 岩手県一関市厳美町字宝竜
147-5

2 かんぽの宿  大洗 茨城県東茨城郡大洗町磯浜町	
7986-2

3 かんぽの宿  潮来 茨城県潮来市水原	1830-1
4 かんぽの宿  塩原 栃木県那須塩原市塩原	1256

5 かんぽの宿  
栃木喜連川温泉 栃木県さくら市喜連川	5296-1

6 かんぽの宿  寄居 埼玉県大里郡寄居町末野	2267
7 かんぽの宿  旭 千葉県旭市仁玉	2280-1
8 かんぽの宿  鴨川 千葉県鴨川市西町	1137
9 かんぽの宿  青梅 東京都青梅市駒木町	3-668-2
10 かんぽの宿  福井 福井県福井市渕町	43-17

11 かんぽの宿  熱海 本館：静岡県熱海市水口町2-12-3
別館：静岡県熱海市水口町2-13-77

12 JP リゾート 伊豆高原 静岡県伊東市八幡野	1104-5
13 かんぽの宿  焼津 静岡県焼津市浜当目	1375-2
14 かんぽの宿  知多美浜 愛知県知多郡美浜町奥田砂原	39
15 かんぽの宿  鳥羽 三重県鳥羽市安楽島町	1200-7
16 かんぽの宿  彦根 滋賀県彦根市松原町	3759
17 かんぽの宿  富田林 大阪府富田林市龍泉	880-1
18 かんぽの宿  大和平群 奈良県生駒郡平群町上庄	2-16-1
19 かんぽの宿  奈良 奈良県奈良市二条町	3-9-1
20 かんぽの宿  紀伊田辺 和歌山県田辺市目良	24-1
21 かんぽの宿  有馬 兵庫県神戸市北区有馬町1617-1
22 かんぽの宿  赤穂 兵庫県赤穂市御崎	883-1
23 かんぽの宿  淡路島 兵庫県淡路市富島	824

「かんぽの宿」29施設の運営受託について「かんぽの宿」29施設の運営受託について
かんぽの宿はマイステイズ・ホテル・グループが運営しております。

※利用券の提示不要に※利用券の提示不要に
　予約時に口頭で　予約時に口頭で

※割引内容は今まで通り※割引内容は今まで通り

「かんぽの宿」29施設と利用方法について

●上記「かんぽの宿」で 1 泊 2 食以上の宿泊プランの利用に限り、　
　会員及び同伴者 3 名まで 1 泊当たり 500 円割引となりますので、　
　予約時に口頭で神戸市老人クラブの会員であることをお伝え下さい。
●割引券等の他の割引等との併用はできません。
●年末年始、GW、お盆等、宿が定めた特定日及び一部の宿泊プラ　　
　ンは、割引の対象外となります。詳しくは、ご予約の際にお問い
　合わせ下さい。

利 用 方 法利 用 方 法

24 かんぽの宿  光 山口県光市室積東ノ庄	31-1
25 かんぽの宿  観音寺 香川県観音寺市池之尻町	1101-4
26 かんぽの宿  伊野 高知県吾川郡いの町波川	1569

27 かんぽの宿  北九州 福岡県北九州市若松区大字有毛	
2829

28 かんぽの宿  柳川 福岡県柳川市弥四郎町	10-1

29 かんぽの宿  阿蘇 熊本県阿蘇市一の宮町宮地	
5936

あとがきご協賛への感謝
　KOBEシニアクラブ広報紙が隔月
発行となり、リニューアルいたしました。
コロナもまん延防止等重点措置の終
了にともない、今年は初詣をしたクラ
ブも多かったようですね。
やはり私たちには老連の活動が楽し
みです。
　私も今月号で担当が代わりますが、
長い間お付き合いくださいましてあり
がとうございました。
まだまだコロナ禍ですが、充分な対応
と知恵をしぼって活動できることを楽
しみにしております。（K）

　このたびは、広報紙 ｢ＫＯ
ＢＥシニアクラブ第 694号｣
の発行にあたり、ご協賛を賜
り厚くお礼申し上げます。
　本紙を通じて、会員相互の
交流と親睦を図り、老人クラ
ブ活動の役割を地域の皆様に
もご理解をいただき、より元
気に活動を続けて参りたいと
存じます。
　今後とも温かいご支援を賜
りますようお願い申し上げます。

 神戸市老人クラブ連合会

KOBEシニアクラブ第694号　	 隔月１回発行　　　 令和４年５月10日　（火曜日）　	　（12）

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

■｢KOBEシニアクラブ｣は、地域のスポンサー各位の協力により発行されています


